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３ 各教科等で育成する固有の見方や考え方  






Clarifying Tasks and Strategies in the New Course of Study 
Shigeki KADOYA (Nippon Sport Science University) 
The purpose of this study is to clarify tasks and strategies in the new course of study. This 
study discussed from following viewpoints and clarified tasks and strategies 2) ~ 4).  
1) what child’s abilities are cultivating
2) ability cultivated by all subject learning
3) specific perspective cultivated by each subject learning
4) teaching methods for proactive/interactive/deep learning


























































































































































































































































































































  糸の長さが長い→振れが遅い 
    糸の長さが短い→振れが速い 













    糸の長さが短い→振れが速い 
  となりました。 
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新学習指導要領を実施するための課題とその方略 
 
 
Ｔ：（教師の働きかけＮＧ）「何がいえるの？」 
Ｔ：「実験結果と予想・仮説を比較すると，どのよ
うなことがいえるの？」 
Ｓ：「糸の長さを長くすると，振れは遅くなり，糸
の長さを短くすると振れは速くなる。この結
果は，糸の長さが振れの速さに関係するとい
う予想・仮説と一致した。」 
Ｓ：「だから，糸の長さが振れの速さに関係すると
思います。」 
Ｔ：「重りのおもさの影響を調べた実験結果はどの
ようなことがいえるの？」 
Ｓ：「重りのおもさは振れの速さに関係しなかった。
だから，『重りのおもさは振れの速さに関係な
いといえます。』 」 
子供に実験結果について考察させるには，予想・
仮説と実験結果を一致，不一致という視点で判断
できるようにする……授業構成の視点４。 
 
Ｔ：（ 教師の働きかけＮＧ）「何がわかったの？」 
Ｔ：「今日の学習から，何が解決できて，何が解決
できていないのかな？ 
Ｓ：「今回は，『糸の長さだけがおもりの振れの速
さに関係する』ことがわかりました。」 
Ｓ：「今回の実験は２種類の糸の長さや重りのおも
さ，振れで振れの速さを調べたので，糸の長
さの種類や重りのおもさ，振れを増やして振
れの速さを調べる必要があると思います。」 
 
上述のことから，子供が行ってきた問題解決過
程を見直し，新たな問題を見いだすようにするに
は，得た知識や技能である事象の性質や規則性を，
それらを得る手続きとともに，これから追究する
問題を明確できるようにする……授業構成の視点
５。 
今まで述べてきたことから，授業構成のための
ポイントは，以下の５点に整理できる。 
① 子供が問題を見いだすには，事象の中から違
いを見いだすことができるようにする。 
② 子供が問題となる事象を説明するための予
想・仮説を発想するには，子供が既有の学習
経験を想起し，類似関係などを適用できるよ
うにする。 
③ 子供が解決方法を発想するには，既有の知識
に類推などを適用して発想できるようにする。 
④ 子供に実験結果について考察させるためには，
予想・仮説と実験結果を一致，不一致という
視点で判断できるようにする。 
⑤ 子供が行ってきた問題解決過程を見直し，新
たな問題を見いだすようにするには，得た知
識や技能である事象の性質や規則性を，それ
らを得る手続きとともに，これから追究する
問題を明確化できるようにする。 
 
上述の①～⑤のそれぞれが成り立つためには，
以下のような「すべ」が必要と考えられる。 
① 自分で問題を見いだすためには，「違いを見つ
ける」という「すべ」 
② 自分で見通しを発想するためには，「既習と関
係づける」という「すべ」 
③ 自分で解決方法を発想するためには，「既習と
関係づける」という「すべ」 
④ 自分で結果としてのデータを整理するために
は，「実行結果を問題や見通しと比べ，整合さ
せる」という「すべ」 
⑤ 自分で，自己の問題解決過程を振り返るため
には，「①～④までの各過程を関係づけ，それ
らの整合関係を検討し，新たな問題を見いだ
す」という「すべ」 
 
以上のような「すべ」を子供が獲得することに
よって，主体的な問題解決が成立すると考えられ
る。 
 
5.2 対話的 
対話的になるということは，子供各自が目標に
関する見通しを実行したことに関して，自分にな
い見通しや実行結果を他者から得るということを
目指している。このため，実行結果の話し合いの
場面においては，実行結果であるデータを目標や
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見通し，実行方法や実行結果との関係で整理する
こと，及び他のグループのそれらと比較し，自己
のものを修正するという「すべ」が必要になる。  
 このような話し合いは，単なる話し合いから，
見通しや解決方法と，実行結果としてのデータと
の関係で，主張やその根拠についてそれぞれを比
べるというものである。 
以上のような「すべ」を子供が獲得することに
よって，学習指導が対話的になると考えられる。 
 
5.3 深い学び 
 子供の深い学びの学習になるためには，以下の
ような「すべ」が必要になる。 
① 振り返りで自己の見通しや解決方法が変容し
ていく自己変容（成長）を自覚的にとらえる
という「すべ」  
② 実行結果を，目標や見通し，実行方法との関
係で整理しながら，絶えず，他のグループの
それらを比較し自己のものを修正し豊かにす
るという「すべ」 
以上のような「すべ」を子供が獲得することに
より，学習指導が深い学びになると考えられる。 
 
6. おわりに 
新学習指導要領を実践するための課題とその方
略を明らかにするためには，まず、新学習指導要
領を体系的にとらえ，次に子供に育成する力とそ
の方略，及び主体的，対話的，深い学びを成立さ
せる具体的な方略を「すべ」という段階で具体化
することが大切といえる。 
 
付記 
 本稿は，日本教材文化研究財団，研究紀要平成
30 年度，No.48 に提出した原稿を，学術論文とい
う視点から加筆，修正したものである。 
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